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(1】 3-て …2)X(-4) ( 2 ) 1 , 7 X 2 . 5
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(5 ) 8√ 了―″

報7年度第2醸鴇席スト(1年勢婦題出翻論とねらい佃7・12難)

(艇 》

(1)-3 (2)4.25'

時野2 ュニこと独Ц禄中 ! ! を, |
(2)(2ィ ら_.+3)― て13+3.8_41キ 1)を 計算すると

r  iと をる。

(3)(z+3)'t屁 田すると r  iと なる。

(4' I・十x-20七 日景分年すると i  !と なる。

45, 4=2 b=-10と を、こ
と一きをヽの館お 1  !と を

お.

(6〕 (2x'-81+5,キ てχ-3)の 言は  ,力  で 、様景豊

L!イ'1で ある。

1596再 の宙畠セ3協 giとで買うと r~~¬ 再でぁる。

一‐2よ り大きく3臥 下の車最豊全醇で I  Faあ る。

く解客》

(1)(T)3 !イ
! -2

( a ) I ! + G ぇ や9

( 5 ) 2 2 - 3 X 2 X ( - 1 ) = 1 0

( 7 ) 1 5 0 0 X ( 1 - 0 . 3 ) = 1 0 5 0 て 西】

【出連のれらい〕

(1)～(0 正 員のよ、分歓、小ユなどの四則演算のきま

りが理解できているか。

(5)平 方機を含む式t主 形し,計 算することができるか。

〔4) 8 (5) 67'す

〔問題のねらい】

(1)次 無、係政といつた周密の意味七理解しているか.

(2)参 項式の計算ができるか。

伸)(aⅢ b)'の 最魔ができるかa

(4)2次 3頑式の雷数分解ができるか。

(5)数 領を代入l“、式の計算ががきちんとできるか。

そ6〕 霊式"酸 法ができるか。

(7)簡 革な歩合の計算ができるか。

(8) rメ 上」、 「以下Jな どの周語の意味を理解してい

るか。 「霊曇どの定昧を基辞 しているか。

Ｈ
一・２

~ X ' ~ χ = ヤ3 ぇキ4

t ぇ+ 5 ) ( ぇ- 4 )

( ア: 2 ぇ - 2  4 イ' _ 1

- 1 , 0 , 1 , 2 , 3 の5 摘

浮てF鶴 鍔
と
押

串脱…
( 2 ) x ・●7 1 キ 1 を‐0

6 1 :こi : : I : 7

【出題のならい'

(1)1次 不書式を浮くことができるか。

(2, 2次方程式と解くことができるか。

(3)2元 1次の連立万程式を解くことができるか。

3)(基 十々】=0

す、ぇ事-3,-4

《解客>

く1 ) 3 χ - 2 χ> 1 5 - 6

3 χ> 9

て3 ) 1 5 死
■3 y = ヤ 7 …0

、一ぇ+ 3 y = 5  … 2

0 - ' 0 とづ 6 χ= - 1 2

α, C より 2 ■ 3 y = 5

( 2 ) ( I +

デ. ェ > 3

とおく.   “

, .  I = - 2 … υ

_ ‐_  y = 1 ゴ.χ =-2,y=1



□  下
日は y“ xtキ 21 - 3の グラフである。これについて

次の各日いに害えなさいこ

(1)次 のEコ tう わをとい.

こoタ ラブは y=ぇ
'のグラフ

tェお方向に rァ,,y報 済申

に qィ  ヽだ け平行移おしとと出

ユで、おのガ逮式はぇヨ t,エ

H点 の座ほは ti)で ある.

2よ方程式定
=Ⅲ2た -3=0を 浮き

2次不守室X=+2χ ―a革 0を解官

沖為県高等学校数学数育会

【曲Hの ねらい1

(1)2次 霞数のグラフをかく手腹が理解できているか.

グラフから軸の方程貫、頂点の座標を読み取ることが

できるか。

(ら グ ラフ七和鳥して2次方程式を解くことができるか。

(3)グ ラフを利用して2次不等☆七拝くことができるか。

(船 )

(1) てカ ー 1 〔イ)-4 【 ')-1 〔 と'(-1,-4〕

(2)グ ラフと】韓との交点から、ヌ=-3, 1

(3)求 める範日は、グラフとえ亀との交点およびグラフが

χ強の
‐
FEで あるIの範田であるから、-3≦ x革 I

【出題のねらい〕

グラフから、穏域を求めることができるか。

f(χ)の傾を求めることができるか。

(軍客》
そ▼〕 4 〔 イ〕 5  t'3 2 (工

)1

t捜題のねらいi

与えられた情報とお理的に車理することができるか。

(解 答)

4■3■8=15よ り、刃の和はどこも 15に なることがわかる。

まんなかの数を15-(7■ 3)'5と 求め、辛=】 5-(4や 5)=6を 導く。

噺
Ｊ
日

(分 グ ラフt利 用して、

なとい。

( 3 )グ ラフt a周 して、

ととい,

下のグラフ注

、P I      ど

y = I = - 4ぇ キS  f i  t tχ= 4 ) 0ダ 号フである,

このとを.

■を 置コ のとき、駐大“は E轟 で

工=1り 1をととヽ最小億は 臣ヨ

であ●.

コ に当てはまるよを求めなとキ・.

| そ 承と電で す力 .

i       _ _ _ _ _ _ _

ある毎α 5月 5日 は馬理局

rある。では、そ0こ の T湾

7日と何電置ですか。

【出理のねらい〕

幼導よく数えあ:すること'fできるか。

(解答》

マ葛7日は5月 1日から枚えて31+3 0■ 7=6 3日 日である。まつて5月 5日から

は68-5ユ 63日 目となる。63■7と9(余ヴ0)より、7月 7田iま5月 5日の9運田佐

の月に日とわかるB

次の各電, にヽ害えをとい。

(1)下 日において∠Aの 三角

たo■ セ承めをとい。

(2)次 の日においてIの毎を

凛め、どAの 三角れの棋七

求めなさい。

B

3

C

【出題のねらい〕

三角比の定義を理解しているか.

三平方の定理から斜辺を求めることができるか.

(仔
Fti蘇ま幸…=培Ⅲ卸A=号

(2)χ
を=32+4‐ 9 χ>0よ り χ=5

ょって、 村nA=幸 ,的 SA=キ ?ね nA=手


